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第
5
6
回
み
や
ぎ
国
体
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
山
岳
競
技
会
は
、
七
月
二
十
日
か

ら
二
十
二
日
の
三
日
間
、
地
元
の
榛
名

町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
本
県
は
成

年
女
子
が
2
位
、
少
年
は
男
女
と
も
1

位
で
、
全
種
別
が
見
事
に
本
大
会
の
出

場
権
を
獲
得
し
た
。

昨
年
の
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
山
梨
県
）

で
、
成
年
女
子
は
1
位
で
通
過
し
て

「
と
や
ま
国
体
」
　
に
出
場
、
7
位
入
賞

を
果
た
し
た
が
、
少
年
は
男
女
と
も
残

念
な
が
ら
実
力
を
発
揮
で
き
ず
、
通
過

で
き
な
か
っ
た
。

成
年
女
子
は
今
年
度
も
県
体
育
協
会

か
ら
有
望
種
別
と
し
て
認
め
ら
れ
、
支

援
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
昨
年
に
引
き
続
き

中
原
正
喜
氏
　
（
岳
連
参
与
・
ミ
ヤ
マ
山

岳
会
）
　
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
少

年
の
選
手
た
ち
も
指
導
し
て
い
た
だ
き
、

強
化
が
図
ら
れ
た
が
、
そ
の
効
果
に
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

少
年
は
、
地
元
開
催
で
あ
る
こ
と
の

他
に
、
得
意
の
踏
査
競
技
が
今
年
度
限

り
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
例
年
以
上
に

多
く
の
選
手
を
強
化
指
定
し
て
、
ス
タ

ッ
フ
も
十
分
な
体
制
で
、
充
実
し
た
合

宿
を
組
ん
だ
。
O
G
の
協
力
が
得
ら
れ

た
こ
と
も
力
強
く
、
有
難
か
っ
た
。

今
年
の
七
月
前
半
は
異
常
な
猛
暑
と

な
り
、
選
手
の
熱
中
症
な
ど
が
懸
念
さ

れ
る
中
で
本
番
を
迎
え
た
。

開
始
式
で
は
、
轄
馬
の
成
年
女
子
・

少
年
男
女
の
代
表
三
人
に
よ
る
ユ
ニ
ー

ク
な
選
手
宣
誓
が
行
わ
れ
、
競
技
が
開

始
さ
れ
た
。

蓋
を
開
け
て
み
る
と
、
地
元
と
は
い

え
辞
馬
チ
ー
ム
は
、
特
に
踏
査
競
技
で

は
驚
異
的
な
強
さ
で
他
の
都
県
を
圧
倒

し
た
。
少
年
は
縦
走
で
未
知
数
の
部
分

が
あ
っ
た
か
、
男
子
の
松
本
が
1
位
に

入
る
な
ど
、
本
県
関
係
者
を
大
い
に
喜

ば
せ
て
く
れ
た
。

結
果
は
、
成
年
女
子
が
不
本
意
な
2

位
で
あ
っ
た
が
、
少
年
は
目
標
ど
お
り

で
、
全
種
別
が
ブ
ロ
ッ
ク
通
過
し
た
こ

と
を
喜
び
合
っ
た
。
お
め
で
と
う
。

選
手
・
監
督
そ
し
て
支
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
、

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
そ
し
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ー
ト
出
場
の
成
年
男
子
を
含

め
て
四
種
別
の
出
場
は
一
昨
年
の
熊
本

大
会
以
来
の
快
挙
で
あ
り
、
十
月
の

「
み
や
ぎ
」
で
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

◎
大
会
日
程
お
よ
び
会
場

二
十
日
㈲

受
付
・
諸
会
議
　
〈
榛
名
町
役
場
）

開
始
式
　
（
榛
名
町
体
育
館
）

登
撃
競
技
　
（
特
設
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ

ォ
ー
ル
）

二
十
一
日
㈲
踏
査
競
技
（
榛
名
山
天
狗

山
特
設
踏
査
コ
ー
ス
）

二
十
二
日
㈲

縦
走
競
技
　
（
榛
名
山
杏
が
岳
特
設
縦

走
コ
ー
ス
）

表
彰
式
　
（
榛
名
町
体
育
館
）

◎
成
績
お
よ
び
選
手
団

◆
成
年
女
子

総
合
　
第
2
位

縦
走

踏
査

登
撃

監
督
　
山
田

（
出
場
権
獲
得
）

第
4
位

第
1
位

第
4
位

豊
　
（
沼
田
）

選
手
　
法
領
田
恵
　
（
前
橋
）

女
屋
寿
美
子
　
（
前
橋
）

加
藤
揚
子
　
（
沼
田
）

◆
少
年
男
子

総
合
　
第
1
位
　
（
出
場
権
獲
得
）

縦
走
　
　
第
2
位

（
個
人
）
　
松
本
　
大
　
第
1
位

踏
査
　
　
第
1
位

監
督
　
長
谷
川
喜
久
男
　
（
高
工
）

選
手
　
松
本
　
大
　
（
前
橋
高
）

斉
藤
　
大
　
（
渋
川
高
）

茂
木
智
紀
　
〈
南
緯
大
附
）

◆
少
年
女
子

総
合
　
第
1
位
　
（
出
場
権
獲
得
）

縦
走
　
　
第
2
位

踏
査
　
　
第
1
位

監
督
　
橋
爪
俊
之
　
（
沼
女
高
）

選
手
　
権
原
優
子
　
（
沼
女
高
）

田
口
照
子
　
（
沼
女
高
）
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新　小　松
井　林　田

好　元　龍
司　雄　彦

木　茂
村　木

正　　久
巳　稔　宇
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通過認定証を手に

まんぐ畠山

石
村
梨
沙
　
（
南
緯
大
附
）

◎
県
内
審
判
員

審
　
判
　
長

踏
査
審
判
員

登
撃
審
判
員

◎
各
種
目
競
技
主
任

撃
　
　
赤
松

大
会
運
営
を
振
り
返
っ
て

国
体
委
員
会
で
は
、
三
年
ほ
ど
前
か

ら
話
題
に
し
て
、
コ
ー
ス
捜
し
な
ど
を

含
め
、
会
場
地
な
ど
の
構
想
を
練
り
始

め
た
。
約
二
年
前
に
は
構
想
も
固
ま
り
、

具
体
的
に
動
き
始
め
た
が
、
特
に
コ
ー

ス
整
備
と
そ
の
た
め
の
役
場
や
森
林
組

合
、
地
権
者
な
ど
と
の
折
衝
が
進
め
ら

れた。
一
年
前
に
実
行
委
員
会
を
発
足
さ
せ

る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
高
体
連
の
キ

リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
遠
征
や
職
場
で
の
都
合

な
ど
、
そ
れ
以
上
に
仕
事
の
能
率
の
悪

さ
が
災
い
し
て
、
年
が
明
け
て
し
ま
っ

た
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
組
織
づ
く
り
は

遅
か
っ
た
が
、
そ
れ
以
前
に
各
国
体
委

員
が
そ
れ
ぞ
れ
自
然
に
自
分
の
持
ち
場

を
も
っ
て
動
い
て
く
れ
た
の
で
、
何
と

か
大
会
に
は
間
に
合
っ
た
。

ま
た
今
年
に
な
っ
て
も
、
会
場
の
変

更
や
予
定
し
て
い
た
物
が
借
用
で
き
な

か
っ
た
り
、
審
判
員
が
な
か
な
か
決
ま

ら
な
い
県
が
あ
っ
た
り
、
熊
の
出
没
情

報
が
入
り
、
急
き
ょ
注
意
を
呼
び
掛
け

た
り
、
と
に
か
く
準
備
段
階
で
は
い
ろ

い
ろ
と
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た
か
、
本
番

で
は
特
に
こ
れ
と
い
っ
た
不
都
合
も
な

く
、
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

踏
査
コ
ー
ス
は
、
最
近
の
大
会
に
な

い
本
格
的
な
山
岳
コ
ー
ス
で
、
他
県
の

評
判
を
多
少
気
に
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
、

意
外
と
好
評
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

教
育
委
員
会
を
は
じ
め
と
す
る
榛
名

町
関
係
各
位
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
「
は
ん
な
・
さ
わ
ら
び

療
育
園
」
　
の
皆
様
に
は
、
縦
走
競
技
の

ス
タ
ー
ト
会
場
と
し
て
、
選
手
の
練
習

段
階
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
ご
親
切
に
し
て

い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

直
前
の
コ
ー
ス
整
備
で
は
、
成
年
女

子
選
手
の
ご
主
人
や
監
督
自
ら
労
力
を

提
供
し
て
い
た
だ
い
た
。

そ
し
て
県
内
役
員
の
皆
さ
ん
、
事
前

の
全
体
会
で
は
集
ま
り
が
悪
く
て
運
営

の
心
配
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
難

な
く
　
（
何
と
な
く
？
）
　
ク
リ
ア
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
実
り

多
き
大
会
に
す
る
こ
と
が
で
き
、
深
く

感
謝
い
た
し
ま
す
。
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まんぐ畠山

群
馬
ミ
ヤ
マ
山
岳
会
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
I
峰
登
山
隊
0
1

i

登
山
隊
長
　
星

野
　
龍

3
人
で
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
登
り
た
い
、
と

い
う
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
計
画
は
、

私
の
一
存
で
、
8
、
0
0
0
m
峰
の
バ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
、
無
酸
素
・
シ
ェ

ル
パ
レ
ス
・
セ
ミ
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ

ル
の
計
画
と
な
っ
た
。
目
標
は
、
ダ
ウ

ラ
ギ
リ
I
峰
（
8
、
1
6
7
m
）
東
壁
も

し
く
は
、
北
東
稜
か
ら
の
登
頂
で
あ
る
。

3
人
と
も
、
辞
馬
岳
連
の
登
山
隊
の
中

で
8
、
0
0
0
m
峰
の
登
頂
経
験
を
積
ん

で
お
り
、
充
分
に
　
「
登
頂
の
可
能
性
」

を
持
ち
、
且
つ
、
標
高
差
約
2
、
0
0
0

m
の
東
壁
へ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー

ト
を
含
む
魅
力
的
登
山
計
画
と
考
え
て

い
る
。
計
画
進
行
中
に
て
、
前
橋
山
岳

会
の
名
塚
氏
が
、
ロ
ー
ツ
ェ
南
壁
へ
の

順
応
登
山
と
し
て
、
北
東
稜
の
み
の
参

加
と
い
う
形
で
加
わ
っ
た
。
輸
送
、
装

備
・
食
料
等
、
重
複
す
る
も
の
は
共
用

す
る
が
、
登
山
活
動
自
体
は
、
別
行
動

の
計
画
と
し
た
。

当
会
で
は
、
初
で
あ
る
単
一
山
岳
会

の
ヒ
マ
ラ
ヤ
8
、
0
0
0
m
の
登
山
隊
。

し
か
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
セ
ミ
・

ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
の
挑
戦
と
い
う

大
き
な
目
論
み
を
計
画
し
て
い
る
が
、

現
在
の
ミ
ヤ
マ
山
岳
会
の
実
情
は
、
山

行
内
客
、
日
数
、
会
員
数
と
も
減
少
の

一
途
の
中
で
あ
り
、
空
前
絶
後
の
計
画

と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
以
前
よ

り
、
離
馬
県
山
岳
連
盟
・
海
外
登
山
研

究
会
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
活
動
を
推
し
進

め
て
い
る
中
枢
の
メ
ン
バ
ー
に
当
会
の

諸
先
輩
方
が
多
く
占
め
て
い
た
の
は
、

今
で
も
変
わ
り
な
い
。
し
か
し
、
我
々

の
世
代
で
の
こ
の
計
画
は
、
私
自
身
、

当
会
あ
げ
て
の
計
画
と
は
、
胸
を
張
れ

な
い
。
た
だ
、
我
々
は
、
か
え
っ
て
少

な
い
現
役
会
員
の
現
状
で
、
自
分
達
の

恵
ま
れ
た
経
験
を
生
か
し
、
自
由
に
、

行
き
た
い
ヒ
マ
ラ
ヤ
へ
行
こ
う
と
、
計

画
を
た
て
た
。

目
標
と
し
た
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
I
峰
は
、

1
9
7
8
年
の
辞
馬
県
山
岳
連
盟
隊
に

よ
る
南
東
稜
の
世
界
初
登
頂
を
始
め
、

1
9
8
2
年
の
カ
モ
シ
カ
同
人
隊
に
よ

る
北
壁
ベ
ア
ル
ー
ト
初
登
頂
等
、
轄
馬

の
先
輩
方
の
功
績
も
多
く
刻
ま
れ
た
山

で
あ
る
。
現
在
で
は
、
高
峰
の
あ
ら
ゆ

る
ル
ー
ト
か
ら
の
登
頂
が
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
示
す
よ
う
に
、
最
難
関
と
言

わ
れ
た
南
壁
も
、
よ
り
中
央
の
ラ
イ
ン

が
単
独
で
登
ら
れ
て
い
る
。
東
壁
は
、

1
9
8
0
年
5
月
に
、
W
・
ク
ル
テ
ィ

カ
等
4
人
の
英
国
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
混

成
隊
に
初
登
さ
れ
て
お
り
、
以
降
、
2

隊
の
登
山
隊
に
よ
り
登
ら
れ
て
い
る
。

世
界
の
登
山
界
の
レ
ベ
ル
に
は
、
足

元
に
も
及
ば
な
い
が
、
我
々
の
持
て
る

力
に
て
、
少
人
数
に
よ
る
8
、
0
0
0

m
へ
の
登
山
を
実
践
す
る
事
に
目
標
を

据
え
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
過
去
、
岳
連
隊
に
て
、

組
織
登
山
に
よ
る
高
峰
の
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
・
冬
期
を
経
験
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、
カ
ラ
コ
ル
ム
の
8
、
0

0
0
m
峰
無
酸
素
登
山
の
実
践
　
（
1
9

9
7
年
）
、
シ
・
シ
ャ
パ
ン
マ
で
の
完
全

シ
ェ
ル
パ
レ
ス
の
実
践
（
1
9
9
9
年
）

と
、
経
験
を
積
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
登
山
に
て
、
少
人
数
に
よ
る
省

力
化
　
（
装
備
・
食
料
・
輸
送
等
の
費
用

全
般
）
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
伴
う
迅
速

性
を
目
指
し
て
、
目
標
の
高
峰
へ
挑
ん

で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
様
方
に
は
、
多
大
な
ご
支
援
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

登
山
隊
構
成

隊
長
　
星
野
龍
史
　
隊
員
　
名
塚
秀
二

（
前
橋
山
岳
会
）
、
品
川
幸
彦
、
福
本

誠
志
。
コ
ッ
ク
1
名
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例
年
谷
川
岳
の
山
開
き
に
合
わ
せ
て

行
わ
れ
て
い
る
醇
馬
県
山
岳
連
盟
救
助

隊
の
救
助
訓
練
を
、
七
月
一
目
、
束
黒

沢
の
鼻
毛
ノ
滝
で
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
今
年
度
か
ら
隊
員
に
な
っ

た
三
人
の
新
隊
員
も
参
加
し
、
総
勢
十

七
名
で
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

新
体
制
の
救
助
隊
も
四
年
目
と
な

り
、
隊
員
の
間
か
ら
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
っ

た
救
助
技
術
の
理
解
と
、
よ
り
一
層
の

技
術
の
向
上
を
図
り
た
い
と
の
要
望
か

ら
、
鼻
毛
ノ
滝
の
右
岸
の
岸
壁
を
使
っ

た
実
戦
に
即
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た。

ワ
イ
ヤ
ー
を
使
い
岸
壁
の
途
中
の
負

傷
者
を
救
助
し
、
ワ
イ
ヤ
ー
を
張
り
込

み
、
よ
り
安
全
な
空
中
を
搬
送
す
る
「
張

り
込
み
救
助
」
　
等
、
救
助
技
術
の
向
上

の
た
め
の
先
輩
隊
員
達
の
熱
心
な
指
導

で
、
若
い
隊
員
達
が
か
な
り
自
信
を
付

け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
県
警
で
対
応
で
き

な
い
困
難
な
場
所
で
の
救
助
活
動
が
ス

ム
ー
ス
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
よ
り
一
層

の
技
術
の
向
上
に
向
け
て
今
後
も
研
鎖

を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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H重　量着　国OR：中萩採漆調鶴雨　＿　∴聞∴i緩綴 

‾一間 �Lil 漣開蕊 嘗 �簿 　　　登山隊遠征 

● 驚 

繁 雑 1－11－ 

●ガモフバッグ、パルスオキシ 

メーターのレンタル、販売 

：●隊荷輸送∴ ∴∴∴∴∴ 個人手配からフルパツケ－ジ・ 

ツアーまで海外旅行に関するす　　　トレッキング 

ベてをお手伝いします　　　　●ネパ「ル、インド、∃「ロツパ・ 

アルプスを始め世界各地での∴ ∴∴、∴ 　　　　　　　　　一∴∴∴∴　∴一∴∴一 　　　　　　　　　　i‾∴∴∵ 醒　醒躍888闘 

∵∴∴∵∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴：∴∴∴∴∴∴∴∴∴∴；∴∴；一言∴÷：二言÷：三言三三幸三享二言∴予言∴∵∴∴ 
∴＼∴∴∴一∴∴∴十一∵∴∴∴∴∵∴∴「∴；∴∴　∴∴∴∴　∴－　∴一言∴∴∴∵一二∴∴∴∵∴∵∴：三三二∵÷十二三〕ミミミミ；÷∴∵∴∴三三三：一＼∴　∴∴ 

●世界各地 �への航空芳一 

●ホテ小 �交通機関の手配 ∴　∴　　∴∴∴一　　　∴ �何でもお気軽にご相談ください 

一∴：∴∴■∴∵「∴∴÷∵三∴∴：÷∴ �∴三三∴「∵∴一∴÷∴∵∴∴三三ミ二三三三三∵：三二㍉∴∴ 

∴：∴∴ �� ∴∴∵∴二二三三三ミミ三三三をミミ：三三二「三三二＿ �緩謬萎蕊懸懇発議謬蓬襲懸懸※懸発議謬 
∴∴∴∴∴「∴二三三：三二二三∵二三㍉∴∵∴：∴二三二÷：∴三二三二二：三÷二三三三二三二二、三三三三　三三三三三二二二二ミ二三三二三÷÷∴二二∴∴ 

〝　　　　．一　報．－．∴千田。111－－11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　‾i看臆臆臆臆臆漢音 
‾　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　一1，1∴常闇∵一十一　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　iiii∴一書 

i　　　　　　∴　　　　　　　＿‾　－　圏詰享笠諒闇昔　　　　　　　　　ii言　問‾i‾：888 
‾　　　　　　　　　　　　　－11－．言問享享∴‾時間　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一i　　　　　　11－888 

＿トここ∴ ‾蕊溺圏謹’繋繋議国麗 函饗轟 ヽ 　裏嶋← 　‾一十千一 　∴∴「∴ 　恕 �　　　－－－‾l 　n，義一＿＿　l、 麗蔭；十十∴三選懸態発議高言∴∴∴霊滋態撥撥畿i羅1－読畿鷲i二誓 　　　‾‾で● 覇∴∴∴三．三．薩輩麗言∴∴ 　園田田圃圃聞闇麗羽田肇当園■emh∴1111．高士i諒恕、一－－∴塁嚢蒲漣議溺闇開聞闇開聞 　r芋　蔓議題艶麗畿灘． l守． 「∵∵∴、 －∴∴∴や 、ム〆 

÷∴千一一一　㌔㍉　一　　　　二　　　　　　田＿＿　－　∴証書露営黒、‾。。ii撃圏田野高閣ii∴「‾　i∴了　　　　＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器 

「∴言i一二一㌧∴　∴　　　言，∵∴∴　園田ミ　‾誌蕊国縫鱗雲蕊誌嘉子i諒羅ノ‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i∴：i　　　　　　　　∴ 

：詰二。塁国璽圏三熊田∴汗‾　一言：忠霊iiii二 

国華∴「∴三国∴∴顕∴，　　／∴霊　懸 
荻 

1ヽ 

認箪 
荻 王　　　章【章】主ミ重【喜田主を空車田圃電報田園88園田 
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∴　∴ �ー∴∴∴ ��� ���������� � � �＿　－∴∴ ��トくさく　雲ミ ミミ　　ミ竜一 喜一∴∴ ������ � ������ � � 
題諒目高藍＿ ��三一一＼藍藻享 � ���������� 

∴　　∴　子　　　∴∴ �一誌、惑態 ∴「‾－∴二 ∴＿∴∴∴ ∴∴∴一∴∴「 漆蒸発 、ヽ＿ミヽ‾ ∴∴∵ ÷∴∴∴ 発発禁黍 �二三 蒸発 ‾一∴ ÷∴ � �繋ミ ミ；、 醸襲懇 ㌻i－ �＿∴∴ ÷－∴ 、寒く～、 ∴一二 �∵∴ ∴ �÷∴∴ �、、蓬漆 �主－ 寒－、嚢懇寒露 �　、一一、こ 　う■1工一声÷ ‾一言、 � �義家率ミミ � �、、へミ 、、、く：主 議題、、 ミ態憲饗 � �÷‾ �∴∴ 畿 �ミミミ 

発議欝 �重態襲緊要萎塗恐ミ ��一二 二∴－ きます田辱遥 ：÷－S十÷ �ミ ニ ÷ ∵∴ 一「∴ 箋嚢 �重義 ミミ ミ雲 ∴∵ 三 �漣議 題ニ ‾∴∴ ∴：∴ ∵÷ �襲遜畷 ＿ミ〇品合一 1年・－ヽ＿ �∴∴∴∴∴　　　　　∴ 　　　∴　　　　∴∴一　子 ∴∴－∴‾‾÷‾∴　∴ 

∴　　　「 �饗、一　事　　　　　、“遜 ��＿くゝ黍ミ �� �ーこき－ �÷ ∴ � �醗 �繚醸綴懸総※懸緩畿懸濁騒麗議繋麗・、、　　　　　　　　　　嚢憂霞嚢麗姿繋強襲 

議‘‾1° �藤懸畷蟻酸饗 �蓬繋襲姦 �嚢嚢蔓桑塞きミミ �� �ミミ繋ぎ �遂 � �闇　　　－、 �霧謬懸懸溺騒選懇麗※繋騒騒懸臨　　－ 

糞蓑遅藻桑蓬嚢轟 嚢ミ桑寒 さミミ ∴「ミミ‾ ��預欝懇惑溺 �醸一一ニー ．一章一一、一一嘉■一 題閣議 ��、11醸 ‾議 ・← �∴∴ 三言∴∴ �議繋 ぎ黍寒 �重義 饗 、饗 宴寒さ ÷二 義茎、 ーミ、魯 ∴二〇 発寒 繋、 亀ミミ、 三 波 ∴∴ 繋 �÷ �ミミここ寒く 発寒態、 －÷ 繋畿 ∴∴∴∴ �∴∵∴∴∴一 一一∴∴－∵ 闇 曝、。、、．、1、，． 一一一、ヽ、 ：∴∴ 醸 一、、－姿 ∴∴：∴ 三三二三∴ ‘醗 �轡 十∴ ∴■÷：言 ：∴： 醗 ∴∴∴ 躍 ．∴∵∴＼∴ ∴、∴∴ 翻滋綴綴箋 ∴＼－∴ ∴∴∵∴子 機懸※懇嚢 i・←〝，－∵ �　∵ 藻襲ii澱 　◆◆1 蘭熊諒恕蜜轟撥襲韻 　事－∵∴－ �綴 驚藁 撥 綴 子∴∴ �、繋蓬、 ∴∴ 　表議懸灘鰯務蟹繚繍漆寧掌一報一亨読 　書き桑翼農 、露寒 町認証∴∴∴∴　　∴∴ ‾寒十 一、逮識語寵連繋 

：璽 欝翻 　露悪 題題額 ��輩　∵∴∴　　　　∴∴息子　　∴∴∴ 閣醍園田霞三園東予三言亨葦繋落頴田圏寧詩雪上襲溺醒灘饗懸畿欝擬謙翳議撥態駿濃紫註三園讃欝擬態遵i霊薬詰喜田 
｛Oi0． 　ゝ∴∴∴● 　ヽ I 鰹 態詳軽質誓書滋灘 �「∴ 　緩緩盤　一暴増減 謬二一二；端結予言較∴予言：発擦翠欝管楽驚喜片言震言豆∴i‾‡誓．i凝縮濃霧∵－三言諒恕醸繋 　　　　速 　　　　了 　　　　r 闇　曇　醗懸議題閻認 

′ 藷漂雲霞、 、一三着 �遂 愛慕 i ′ 慈 露盤露露麗溺麗題額 歴 

事一基ヽ 連轟r∴＿■まま“－，－主よ護露盤能義孟7－較一－一一一三‾、無籍 　　　　　　　襟．・－ 

畷懸駿綴綴饗懸、懸案懸翳淡々懸緩懸撥綴爾瀾嚢へ、 ∴一∴∴一言∴∵∴∴ 史、信用、 ���へ年波へ ∴∴ 、∵ 技 �綴綴綴′ 1－勘、・I一・ ii〇一◆ 彿 �千二∴∵∵ 、∴∴、一 綴懸 ＿一▲ J �：∴∴ を ��一年キミを一芸茎 溌！滋 も �※擬態繋藤懸繋題額繋一一一＿。 滋繋慧蕊畿一家襲美恵ま 、＿懸認 寓屋建 ��　至芸 ∴÷∴－－三一一－ー∴二二ミミ二三－∴－ 翼賛幸、喜一ミー葵 設グル �－ヾ∴ t I �‾∴「 、己 �ミミミミミミ �一一、1－．－－－－JJ プ の人 言11 i又 �畿懇 ∴∴ �一　一・一 � �∴≒∴∴三∴∴∴∴∴∴言∴÷： ∴∴∴十㌦∴∵∴∵∴∴∴∵∴＿∴∵∴∴∴∴∴∴∴ へべ、、一一一賀 　‾∴「‾ヽi∴一：●〇〇 日と環境を考える。 式会社 

って、 寓 ��21世 総 屋建 

」 �������漢 �� � � 

会　長　星　野　　光 

臆本社　群馬県沼田市上原町1756－2　TEL0278－23－4648（代）　FAX0278－24－3371 

漢支店　東京都豊 ���島区東池袋4 �����－2－7　　TEL03－3985 �����－7631　　　FAX03－3982－5964 

棄瑳－ �∴：公 �女∴ �委員会描 出自動 � � � �　書き置 、霞饗 � � � � 
醒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音 

饗饗譲 �� � � � � � �事尊書 � �LO278－24 � � � �F � � � �7　－　一7　0一 

責細雑 言 � � � �干ン椋式会社 

喜、葦議繋 �∴海田市 � �藷 �町1 �∴崎 �葡 � � � � �本 � �社 � �君田 � � � �屋∴2338rl　TELO278－24jl十1 

TE �」要●毒 � � � � � �∴ � � � � �∴大骨 � � � �利根 � � �綴 �村大字大楊187：TELO278－56「3682 

、曇曇萎謬‾ �∴群馬 　一一一∴一ii L：0278ゼ 　∴一∴∴一 �議題蒸発 �発露 ∴∴∴ �設： �章∴ �一美‾‾一 一∴－一 騎 �∵∴∴ 一事嚢葦÷ � �す �態 � � � �題、 � �3」3 � �十 �繋 �マンション∴ 工レ株∴式：会社∴ ∴豊島区京池袋41㌔7：： 
∴∴　∴ ��＿　－＿、泳 �、桑饗 �邁 �一∴∴ ∴∴∴ ‾凄憲 �������������「343：す：FAX：03」3982：5964∴∴ 
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